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協
力
と
抵
抗
の
ゆ
ら
ぎ

―

漢
文
脈
か
ら
読
む
中
島
敦
「
弟
子
」―

 

日
本
文
学
・
日
本
語
史
学

研
究
生
（
博
士
後
期
課
程
進
学
予
定
）

Y
A
N
G
 
Y
I
H
UA 

は
じ
め
に

中
島
敦
（
一
九
〇
九
～
一
九
四
二
）
は
、
戦
時
、
漢
文
調
で
創
作
し
た
「
山
月
記
」（
『
文
学
界
』

一
九
四
二
・
二
）
が
一
九
五
一
年
以
来
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
戦
後
「
国
民
作

家
」
と
し
て
受
容
さ
れ
て
き
た
。
小
森
陽
一
は
、
戦
争
文
学
を
書
か
な
か
っ
た
作
家
と
し
て
の
位
置

づ
け
と
、
中
国
古
典
を
典
拠
と
す
る
作
品
が
担
っ
た
「
贖
罪
的
機
能
」
一

を
見
出
す
。 

本
発
表
で
扱
う
「
弟
子
」（
『
中
央
公
論
』
一
九
四
三
・
二
）
も
『
春
秋
』
な
ど
を
典
拠
に
、
孔
子

の
門
下
生
・
子
路
の
後
半
生
を
描
く
作
品
で
あ
る
。
初
出
誌
で
は
「
青
年
號
に
相
應
し
」
い
戦
争
協

力
の
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
戦
後
に
は
漢
文
教
材
と
し
て
受
容
さ
れ
、
戦
争
協
力
と
「
贖
罪

的
機
能
」
の
相
反
す
る
政
治
性
へ
と
回
収
さ
れ
得
る
二
重
性
を
帯
び
る
。
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
は

戦
時
日
本
の
漢
学
受
容
の
分
裂
、
日
本
へ
醇
化
さ
れ
る
漢
学
と
、
そ
れ
に
抗
す
る
学
問
的
立
場
が
併

存
し
て
い
た
。
こ
の
相
克
す
る
漢
文
脈
の
も
と
に
創
作
さ
れ
た
「
弟
子
」
が
、
戦
時
に
お
い
て
戦
争

協
力
と
し
て
の
み
読
ま
れ
た
こ
と
は
あ
り
え
た
だ
ろ
う
か
。 

先
行
論
は
、
本
作
を
戦
争
に
無
関
係
二

な
漢
文
文
学
と
す
る
か
、
「
当
時
求
め
ら
れ
た
人
間
像
」

三

と
し
て
戦
争
協
力
的
側
面
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
四

。
し
か
し
、
創
作
時
の
「
大
東
亜

戦
争
」
が
刻
印
さ
れ
た
語
り
手
の
視
線
に
は
、
戦
争
協
力
に
抗
す
る
意
志
が
内
包
さ
れ
、
そ
の
具
体

的
な
検
討
は
ほ
ぼ
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

以
上
の
問
題
意
識
を
も
と
に
、
本
発
表
で
は
語
り
に
注
目
し
、
語
り
手
の
近
代
意
識
・
帝
国
日
本

の
要
素
を
析
出
し
、
戦
時
的
視
点
か
ら
本
作
を
読
み
直
す
。
近
代
日
本
と
中
国
古
典
物
語
を
重
ね
合

わ
せ
る
中
島
敦
の
表
現
形
式
が
い
か
に
戦
争
協
力
と
戦
争
へ
の
抵
抗
と
い
う
対
立
す
る
読
み
を
可

能
に
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
発
表
の
目
的
で
あ
る
。 

 一
、
語
り
の
意
識
か
ら
見
る
孔
子
像

冒
頭
か
ら
「
後
世
に
残
さ
れ
た
語
録
」
を
超
越
す
る
孔
子
像
を
描
く
語
り
手
は
、
物
語
現
在
の
後

の
時
代
に
立
脚
す
る
。
古
代
中
国
の
物
語
を
綴
り
な
が
ら
「
古
代
支
那
式
」
な
ど
の
記
述
を
用
い
る

こ
と
に
、「
近
代
的
な
価
値
観
を
内
面
化
」
五

し
た
語
り
手
の
意
識
が
窺
え
る
。
特
に
、
子
路
が
宰
と

し
て
仕
え
る
季
氏
は
「
魯
国
の
内
閣
書
記
官
長
」
と
い
う
帝
国
日
本
の
官
僚
職
名
六

で
説
明
さ
れ
、

近
代
国
家
の
枠
組
み
か
ら
春
秋
時
代
の
「
魯
国
」
を
把
握
す
る
視
点
が
内
在
す
る
。

政
治
家
孔
子
像
の
造
形
に
お
い
て
も
語
り
手
に
よ
る
時
系
列
の
操
作
が
見
ら
れ
る
。
第
六
章
に

は
そ
の
政
績
「
中
都
の
宰
」「
墮
三
都
」「
夾
谷
の
会
」
が
並
び
、
ま
ず
「
中
都
の
宰
」
で
「
驚
異
的

な
治
績
」
を
挙
げ
た
敏
腕
な
政
治
家
像
が
構
築
さ
れ
る
。
続
く
「
墮
三
都
」
は
、
魯
侯
を
上
回
る
三

氏
の
私
城
を
破
壊
す
る
事
業
だ
が
、
典
拠
に
お
け
る
「
墮
成
」
の
失
敗
は
捨
象
さ
れ
、「
孔
子
の
適

切
な
判
断
と
指
揮
」
に
よ
る
成
功
例
の
み
の
提
示
に
よ
り
、
政
治
家
、
ひ
い
て
は
軍
人
・
孔
子
の
正

当
性
が
定
着
す
る
。「
夾
谷
の
会
」
で
は
、
外
交
か
ら
礼
思
想
を
実
践
し
、「
勝
利
」
を
収
め
る
孔
子

が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
「
勝
利
」
に
よ
っ
て
魯
は
斉
に
そ
の
国
力
を
懼
れ
ら
れ
、
「
美
女
の
一
団
」
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が
贈
ら
れ
る
。
結
果
、
朝
廷
は
乱
れ
、
「
爾
後
永
年
に
亘
る
孔
子
の
遍
歴
」
が
始
ま
る
。

典
籍
に
よ
る
と
、
定
公
十
年
の
「
夾
谷
の
会
」
は
九
年
の
「
中
都
の
宰
」
に
続
く
孔
子
最
初
の
政

績
だ
が
、
本
作
は
十
三
年
七

の
「
墮
三
都
」
を
前
置
さ
せ
た
。
こ
の
転
倒
に
よ
り
、
外
交
的
「
勝
利
」

と
孔
子
の
失
脚
は
連
続
的
に
配
置
さ
れ
、
礼
の
実
践
に
よ
る
成
功
が
か
え
っ
て
魯
国
と
孔
子
自
身

の
破
綻
を
招
く
と
い
う
逆
説
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
時
系
列
の
操
作
は
礼
思
想
の
意
味
付
け
に
も
機

能
し
、
礼
秩
序
の
回
復
を
掲
げ
る
「
墮
三
都
」
は
私
城
の
破
壊
と
い
う
武
力
の
行
使
で
あ
り
な
が
ら

「
孔
子
の
政
策
の
第
一
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
礼
の
実
践
は
暴
力
か
ら
始
ま
る
も
の
と
な
る
。 

以
上
、
戦
時
日
本
に
位
置
す
る
語
り
手
は
、
成
功
事
例
の
選
択
と
時
系
列
の
再
配
置
に
よ
っ
て
孔

子
の
政
治
的
・
軍
事
的
正
当
性
を
構
築
し
つ
つ
、
そ
の
内
部
に
失
脚
と
暴
力
性
を
織
り
込
む
。
ま

た
、
礼
が
武
力
行
使
の
名
目
と
な
る
一
方
で
、
そ
の
実
践
の
成
功
も
破
綻
の
契
機
へ
と
転
化
す
る
。

こ
の
二
重
性
に
お
い
て
、
孔
子
の
政
治
的
正
当
性
の
ゆ
ら
ぎ
は
、
礼
思
想
そ
の
も
の
へ
の
問
い
を
開

く
契
機
と
し
て
機
能
す
る
。 

 二
、
師
弟
関
係
か
ら
見
る
子
路
像
の
変
容

ゆ
ら
ぎ
を
見
せ
る
孔
子
に
、
敬
愛
を
も
っ
て
従
う
子
路
は
、
礼
思
想
の
「
形
」
だ
け
は
容
易
に
受

け
付
け
な
い
粗
暴
な
弟
子
と
し
て
造
形
さ
れ
る
。

「
礼
な
る
も
の
は
す
べ
て
形
か
ら
入
」
る
と
孔
子
は
説
く
が
、
子
路
は
「
も
の
の
形
を
軽
蔑
す
る

男
」
で
あ
り
、「
形
式
主
義
へ
の
・
こ
の
本
能
的
忌
避
」
を
有
す
る
。
郭
玲
玲
は
「
形
式
主
義
」
を

嫌
う
子
路
像
か
ら
、
創
作
時
に
お
け
る
国
家
の
統
制
す
る
礼
儀
作
法
へ
の
批
判
を
読
み
取
る
八

。
当

時
、
漢
学
の
中
心
に
位
置
す
る
斯
文
会
が
政
府
の
支
援
を
受
け
、
漢
学
の
醇
化—

—

中
国
古
典
学
で
な

く
、
日
本
の
国
体
に
適
合
さ
せ
る
、
所
謂
「
皇
道
儒
教
」——

を
推
進
す
る
な
か
、
国
民
教
育
に
は
「
各

人
の
活
動
が
統
一
」
九

し
、
「
国
民
錬
成
ノ
目
的
ニ
統
合
帰
一
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
十

が
求
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
孔
子
の
教
育
は
形
式
的
・
統
一
的
な
も
の
で
な
く
、
子
路
に
「
特
殊
の
個
人
」
と
し
て
の

魅
力
を
認
め
る
『
論
語
』
の
因
材
施
教
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
語
り
手
は
、
国
民
錬
成
が
求
め
た
統

合
帰
一
的
な
儒
教
解
釈
か
ら
逸
脱
し
、
醇
化
以
前
の
中
国
古
典
学
と
し
て
の
漢
文
脈
へ
と
孔
子
像

を
差
し
戻
し
て
い
る
。 

元
来
粗
暴
な
性
分
の
持
ち
主
と
し
て
の
子
路
像
は
、
孔
子
の
言
葉
に
見
ら
れ
る
。
子
路
が
鼓
す
る

瑟
の
音
に
対
し
て
孔
子
は
、「
君
子
の
音
」
で
な
く
「
暴
厲
の
気
」「
殺
伐
激
越
」
だ
と
批
判
し
、
そ

の
粗
暴
性
は
、
師
に
向
け
ら
れ
た
悪
言
に
憤
り
、
即
座
に
暴
力
へ
と
走
る
子
路
の
様
子
に
実
証
さ
れ

る
。「
古
の
君
子
」
は
「
腕
力
の
必
要
を
見
ぬ
」
と
そ
の
行
為
を
叱
る
孔
子
に
対
し
て
、
子
路
は
「
い

わ
ゆ
る
君
子
」
は
自
分
ほ
ど
強
く
怒
り
を
感
じ
な
い
と
、「
君
子
」
を
相
対
化
す
る
。 

孔
子
と
の
遍
歴
を
経
て
、
衛
国
に
留
ま
っ
た
子
路
は
「
人
気
の
荒
い
土
地
」
蒲
の
地
の
管
理
を
任

せ
ら
れ
る
。
孔
子
の
教
え
を
胸
に
「
有
力
者
、
反
抗
分
子
等
」
と
「
腹
蔵
な
く
語
り
合
」
う
子
路
の

も
と
、
三
年
後
の
蒲
は
「
生
育
の
気
を
養
う
」
「
君
子
の
音
」
に
通
じ
る
治
世
の
様
子
を
見
せ
る
。

つ
ま
り
、
粗
暴
だ
っ
た
子
路
が
「
君
子
」
の
行
動
原
理
を
内
面
化
し
、
武
力
で
な
く
対
話
に
よ
っ
て

民
を
治
め
る
政
治
家
へ
と
変
容
す
る
。
こ
の
文
治
は
、
孔
子
が
「
中
都
の
宰
」
と
し
て
第
一
に
行
う

礼
の
軍
事
的
実
践
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
本
作
の
孔
子
像
が
武
治
と
文
治
と
の
両
面
を
見
せ
る
な

か
、
子
路
は
そ
の
文
治
の
思
想
を
継
ぎ
、
成
果
を
収
め
る
。 

し
か
し
、
子
路
は
結
局
、
再
び
武
力
の
場
に
立
ち
、
君
子
の
「
形
」
を
守
る
「
正
冠
」
に
よ
っ
て

命
を
落
と
す
。 

三
、
「
子
路
の
死
」
の
両
義
性

天
皇
制
と
戦
争
を
正
当
化
す
る
「
皇
道
儒
教
」
に
基
づ
く
理
想
的
人
間
像
と
類
似
す
る
読
み
を
、
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本
作
の
語
り
は
促
し
つ
つ
裏
返
す
。
戦
場
で
「
人
を
殺
す
の
中
、
ま
た
礼
あ
り
」
と
い
う
孔
子
に
対

し
、
語
り
は
「
一
身
、
、
の、
行
動
、
、
を、
国
家
、
、
の、
休
戚
、
、
よ
り
、
、
上、
に、
置、
く、
」
こ
と
を
嫌
う
子
路
の
献
身
を
強
調
す

る
。
本
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
典
拠
『
孔
子
家
語
』
と
大
差
な
い
が
、「
人
臣
の
節
」
と
反
論
す
る
子
路
に

「
孔
子
も
さ
す
が
に
こ
れ
に
は
一
言
も
無
い
」
と
の
加
筆
に
続
き
、
典
拠
の
返
答
「
人
を
殺
す
に
忍

び
ざ
る
の
心
あ
る
を
取
る
」
の
存
置
は
、「
君
」
へ
の
献
身
を
強
調
し
つ
つ
殺
戮
へ
の
批
判
を
両
義

的
に
含
意
さ
せ
る
。 

献
身
的
な
子
路
も
ま
た
、「
皇
道
儒
教
」
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
。「
魯
国
の
内
閣
書
記
官
長
」
の
国

概
念
の
混
同
に
よ
り
、
子
路
の
言
動
は
戦
争
協
力
の
文
脈
に
傾
く
が
、
主
君
を
救
う
根
拠
は
「
孔
家

の
禄
を
喰
む
」
に
基
づ
く
忠
誠
で
あ
り
、
無
条
件
の
献
身
を
求
め
る
「
皇
道
儒
教
」
の
忠
孝
一
致
と

は
異
な
り
、
春
秋
時
代
の
君
臣
相
互
の
礼
秩
序
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。 

実
際
「
子
路
の
死
」
は
、
斯
文
会
の
漢
学
醇
化
と
距
離
を
置
き
、
古
典
学
と
し
て
漢
学
研
究
を
つ

づ
け
た
竹
内
照
夫
の
『
春
秋
』
十
一

を
参
照
し
、
典
籍
の
伝
文
に
は
見
ら
れ
な
い
「
群
衆
」
へ
の
関

心
を
受
け
継
ぐ
。「
見
よ
！
君
子
は
、
冠
を
、
正
し
う
し
て
、
死
ぬ
も
の
だ
ぞ
」
と
い
う
子
路
最
期

の
絶
叫
は
、
村
田
秀
明
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
時
局
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
」「
学
問
に
専
念
し
よ

う
と
す
る
」
十
二

竹
内
と
の
共
振
を
見
せ
る
。

死
と
群
衆
に
関
し
て
は
、「
泄
冶
の
諫
死
」
を
め
ぐ
る
討
論
に
も
見
ら
れ
る
。「
区
々
た
る
一
身
を

も
っ
て
一
国
の
淫
婚
を
正
そ
う
と
し
た
」
泄
冶
の
死
を
「
無
駄
」
と
批
判
す
る
孔
子
に
対
し
、
子
路

は
「
天
下
蒼
生
の
安
危
」「
国
民
の
気
風
に
与
え
る
影
響
」
か
ら
そ
の
死
に
義
を
認
め
る
。
師
に
逆

ら
っ
て
死
を
選
ぶ
行
為
は
、「
孔
子
」
を
教
育
・
師
範
的
権
威
と
し
て
奉
る
斯
文
会
に
代
表
さ
れ
る

「
皇
道
儒
教
」
へ
の
反
発
を
示
唆
す
る
。
要
す
る
に
、「
君
子
」
を
「
正
冠
」
の
「
形
」
で
群
衆
に

示
す
そ
の
死
は
、
醇
化
さ
れ
た
漢
文
脈
に
読
ま
れ
つ
つ
も
、
回
収
さ
れ
得
な
い
己
を
保
持
す
る
両
義

的
な
構
造
を
な
す
。 

子
路
の
死
後
、
醢
を
「
一
切
食
膳
に
上
さ
な
か
っ
た
」
孔
子
の
描
写
で
物
語
は
閉
じ
ら
れ
る
が
、

先
行
論
は
本
作
を
子
路
の
物
語
と
し
て
捉
え
る
立
場
か
ら
、
こ
の
結
末
を
批
判
す
る
傾
向
に
あ
る

十
三

。
し
か
し
、
醢
と
料
理
の
組
み
合
せ
は
儒
家
経
典
に
お
い
て
、
食
礼
の
一
項
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る
。
山
内
麗
は
礼
よ
り
感
情
を
優
先
さ
せ
る
孔
子
像
十
四

を
見
出
す
が
、
礼
を
貫
い
た
「
子
路
の

死
」
に
続
く
食
礼
「
醢
」
の
提
示
は
、
そ
の
死
の
両
義
性
の
が
醇
化
さ
れ
た
漢
文
脈
に
帰
さ
ぬ
こ
と

を
物
語
の
内
側
か
ら
示
す
鍵
で
あ
り
、
戦
争
協
力
的
に
読
ま
れ
な
が
ら
も
「
語
録
」
と
し
て
伝
承
さ

れ
た
子
路
と
孔
子
の
物
語
で
あ
る
本
作
を
、
中
国
古
典
学
と
し
て
の
漢
文
脈
か
ら
の
読
み
を
要
請

す
る
も
の
と
し
て
、
本
発
表
は
こ
の
結
末
を
位
置
づ
け
る
。 

 ま
と
め

戦
時
に
お
け
る
漢
文
脈
が
斯
文
会
的
「
皇
道
儒
教
」
と
、
そ
れ
に
抗
す
る
伝
統
的
な
中
国
古
典
学

と
分
裂
す
る
中
、
本
作
の
語
り
手
は
帝
国
に
お
け
る
政
治
語
彙
と
史
実
の
再
配
置
に
よ
り
、
孔
子
を

有
能
な
政
治
家
と
し
て
構
築
し
つ
つ
、
そ
の
礼
の
実
践
に
武
力
と
破
綻
を
織
り
込
む
。
同
時
に
、

「
皇
道
儒
教
」
か
ら
逸
脱
す
る
殺
戮
批
判
・
因
材
施
教
の
孔
子
像
も
子
路
と
の
師
弟
関
係
に
よ
り
造

形
し
て
い
く
。 

子
路
は
そ
の
教
育
の
も
と
、
粗
暴
な
弟
子
か
ら
文
治
を
担
う
政
治
家
へ
と
変
容
す
る
。
国
家
へ
の

献
身
を
読
ま
せ
る
筋
を
な
す
一
方
で
、
殺
戮
を
批
判
す
る
孔
子
の
言
葉
と
群
衆
を
意
識
し
た
君
子

の
「
形
」
に
支
え
ら
れ
た
「
礼
」
の
行
為
で
あ
る
そ
の
死
は
、「
皇
道
儒
教
」
へ
の
全
面
的
な
回
収

を
拒
む
。
戦
時
日
本
と
中
国
古
典
を
重
ね
る
漢
文
調
に
よ
り
、
孔
子
の
軍
人
像
と
殺
戮
へ
の
批
判
、

子
路
の
献
身
と
君
子
の
内
面
化
の
二
面
性
が
構
成
さ
れ
る
。
本
発
表
は
、
表
層
に
戦
争
協
力
と
そ
れ
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を
抵
抗
す
る
内
核
、
二
つ
の
読
み
を
可
能
に
し
た
作
品
と
し
て
「
弟
子
」
を
位
置
づ
け
る
。

展
望
と
し
て
、
孔
子
の
死
生
観
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。「
霊
魂
の
滅
不
滅
」
の
問
い
に
対
し

て
真
理
の
断
言
を
避
け
る
場
面
に
は
、
言
論
装
置
を
見
据
え
た
孔
子
像
が
窺
え
る
。
中
島
敦
の
絶
筆

「
章
魚
木
の
下
で
」
と
合
わ
せ
読
む
こ
と
で
、
戦
時
の
言
論
を
め
ぐ
る
思
考
と
し
て
本
作
を
捉
え
直

す
視
角
を
開
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 
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頁 

二 
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佳
敏
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中
島
敦
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』
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大
学
博
士
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文
、
二
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一
九
年
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、
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頁 

三 

山
下
真
史
「
中
島
敦
『
弟
子
』
論
」『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
（
一
九
九
）
二
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〇
四
年
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月
、

一
六
一
頁 

四 
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楊
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中
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敦
作
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研
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―
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時
の
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』
大
阪
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立
大
学
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論
文
、
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五
年
、
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五 

山
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麗
「
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反
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「
弟
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論
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国

語
研
究
』
（
三
〇
）
北
海
道
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
二
五
年
十
一
月
、
九
五
頁 

六 

「
内
閣
書
記
官
長
」
は
一
八
七
九
年
、
太
政
官
達
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
内
閣
制
度
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設
と
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に
常

設
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と
な
り
、
戦
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Q

の
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下
、
「
内
閣
官
房
長
官
」
に
改
め
ら
れ
た
、「
帝
国
日
本
」
の
官

僚
制
度
に
属
す
職
名
。

七 

『
史
記
』
の
記
載
に
よ
る
。『
春
秋
左
氏
伝
』
に
お
い
て
は
定
公
十
二
年
。

八

郭
玲
玲
「
中
島
敦
『
弟
子
』
論
：
己
を
堅
持
す
る
子
路
像
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」『
東
ア
ジ
ア
研

究
』
（
十
三
）
山
口
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
研
究
科
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
四
一
頁 

九 

文
部
省
編
『
國
体
の
本
義
』
文
部
省
、
一
九
三
七
年
三
月
、
一
五
二
～
一
五
四
頁

十

文
部
省
普
通
学
務
局
編
『
国
民
学
校
令
及
国
民
学
校
令
施
行
規
則
』
内
閣
印
刷
局
、
一
九
四
一
年
五

月
、
五
六
～
五
七
頁 

十
一 

竹
内
照
夫
『
東
洋
思
想
叢
書
２

春
秋
』
日
本
評
論
社
一
九
四
二
年
四
月

十
二

村
田
秀
明
『
中
島
敦
『
弟
子
』
の
創
造
』
明
治
書
院
二
〇
〇
二
年
十
月
、
一
〇
七
頁

十
三

濱
川
勝
彦
『
中
島
敦
の
作
品
研
究
』
明
治
書
院
一
九
七
六
年
九
月
、
二
六
六
頁
。
宮
田
一
生
「
中

島
敦
『
弟
子
』
論
」
『
日
本
文
藝
研
究
』
四
八
（
四
）
関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会
、
一
九
九
七
年
三

月
、
六
〇
～
六
三
頁 

十
四 

山
内
麗
前
掲
、
一
〇
四
頁
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